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①R2からR1へ
PINGで監視

設定の手順

(a) R1⇔R2間でフレッツグルー
プアクセスを経由して接続、
R1の主回線でインターネットに
接続、同時アクセスを確認

(b) R1にFTPのブロックする
フィルタを設定して、インター
ネットからのR1のネットワーク
へのFTPサービスの拒否を確認

LAN型接続

LAN型接続

PPPoE：192.168.252.1

PPPoE：192.168.50.1

この設定例は、インターネットへの接続とフレッツ・グループアクセス プロの利用を同時に行う場合に
必要な設定です。また、(1)のフレッツ・グループアクセス プロのIPアドレス「LAN型払い出し」にも
対応しております。なお、(3)以降の設定も(1)で設定しました「LAN型払い出し」に対応しております。

①R2からR1へ
PINGで監視

Internet



＜ルータ1＞ ＜ルータ2＞

［a-1］インターフェイス設定

Ether0ポートのIPアドレス
を設定して下さい。



＜ルータ1＞ ＜ルータ2＞

［b-1］PPP/PPPoE接続先設定1

接続先設定1にフレッツ・グループアクセス
プロのユーザ名とパスワードを設定します。

フレッツ・グループアクセス プロで払い出
されるIPアドレスを設定して下さい（LAN型
払い出しの場合）

インターネット接続のための設定
ユーザIDとパスワード、DNS等



＜ルータ1＞

［b-2］PPP/PPPoE接続先設定2

接続先設定1にフレッツ・グループアクセス プロの
ユーザ名とパスワードを設定します。

フレッツ・グループアクセス プロで払い出されるIPアド
レスを設定して下さい（LAN型払い出しの場合）



＜ルータ1＞ ＜ルータ2＞

［b-2］PPP/PPPoE接続設定 主回線

LAN型接続ですので、IPマスカレードは［無
効］に設定して下さい。

主回線が自動的にデフォルトゲートウェイに設定され
る仕様であるため、ISPを主回線、グループアクセス
をマルチ接続に設定してあります。そのため、主回線
のIPマスカレードは[有効]に設定してください。

※主回線にグループアクセス、マルチ接続にISPと設定した場合は、
上記画面のデフォルトルートを無効にし、スタティック設定で
マルチ回線にデフォルトルートを入力します。



＜ルータ1＞

［b-3］PPP/PPPoE接続設定 マルチ接続回線

マルチ接続#2を「有効」に設定して、接続先
の選択は「接続先2」を選択して下さい。
LAN型接続ですので、IPマスカレードは［無
効］に設定して下さい。

マルチ接続ではフレッツグループアクセスを
接続する設定にしてあります。



＜ルータ1＞

［c］転送フィルタ

試験のためインターネット側（主回線側）に対してFTPをフィルタします。
その他は試験（１）と同様の設定にします。



＜ルータ1のみ設定＞

［d］スタテックルート設定

フレッツグループアクセスの対向拠点R2に対して
R1からスタティックルートを設定します。

※ R2はデフォルトルートが主回線に対して向いているのでルート設定は不要です。



動作確認
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試験① C1⇔C2間でPingが通る

インターネットの閲覧を確認 OK

※C1のDNS設定でR1をDNSとして指定する。

試験② C1⇔C2でファイル共有が

できる

※ルータにデフォルトでUDP137～139を破棄する設定がしてあるため削除する必要あり。

詳細は設定画面で確認。

Internet

主回線

マルチ回線
C1のDNSはR1に設定


